
：東日本営業本部 八千代パックセンター

：〒276-0047 千葉県八千代市吉橋字西内野1839

：約9,840平方メートル

：昭和61年5月

：縦/横ピロー包装機、冷凍・冷蔵スライサー、自動定貫スライサー、

トンネルフリーザー、ノントレー包装機

：約4,200ｔ/年間
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最大生産能力

八千代PC
工場紹介

概要

パックセンター

■電車
東葉高速鉄道『八千代緑ヶ丘』駅
北口より徒歩約10分

■お車
花輪インターより約11km
武石インターより約10km

※写真はイメージです。



自動包装ラインで
製造されるバラ凍
結のミンチ。包装
はチャックシール
付き（ファスナー）
で、ミンチの形状
はパラパラ状で毎
日のお料理に使い
たいだけ使えて、
残りは冷凍保管で
きる便利な商品。

製造商品紹介
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新設したノントレーライン

品質管理を徹底

SQF認証取得

付加価値の高い商品作り

豚・合挽きミンチ(バラ凍結） 豚小間（バラ凍結） 豚包装肉各種（冷凍）

国際規格ＳＱＦ（食品の安全性と品質を守る国際認証システム）を
認証取得し、より安全・安心な商品をお客様にお届けするために
毎年継続して認証団体審査をクリアしています。

八千代パックセンターでは、一般生菌・大腸菌群等の微生物検査
を行い、安全な商品をお届けするだけなく、クレームや万一の事
故の場合にも迅速に対応できる体制を整えています。

盛り付け、包装、計量まで連続して繋がれた横と縦の二つのピ
ロー包装ラインと短時間で製品を急速凍結可能なトンネルフリー
ザーラインで効率よい包装肉製造が可能。2024年度に横ピロー

包装ラインで使用していたトレーを廃止。環境に配慮した商品の
製造に取り組んでいます。

八千代パックセンターは、高度に効率化されたラインを有するだけ
でなく、ロールステーキや一枚一枚丁寧に手付けしている味付け
アイテムなどの高付加価値商品も製造しています。

自動包装ラインで製
造されるバラ凍結の
豚小間。

包装はチャックシー
ル付き（ファスナー）
で、豚小間の形状は
バラ凍結で毎日のお
料理に使いたいだけ
使えて、残りは冷凍
保管できる便利な商
品。

※写真はイメージです。

※写真はイメージです。

業務用キット品 味付・ロールステーキ 牛包装肉各種（冷凍）

すきやき用は、温度管理と
手作業で、立体感のある見
栄えも良い仕上がり。

味噌漬けは、肉１枚ずつに
味噌を塗りこむ熟練技。焼く
だけの簡単調理。

お好みのタレや野菜をセット
して商品化。溶けても、
へたらないカールスライス。

国産や産直の豚
肉を活用した冷凍
の各種豚包装肉。
厚さや量目は調
整可能。

新設 した ノ ン ト
レーラインで製造。


